
工法革命

ゼロクリアランス工法
隣接した構造物への“ゼロ”近接施工を実現







3 4

GRBシステム
仮設レス施工を実現したGRBシステム 標準機械配置図

▼ 平面図

▼ 側面図

GRBシステム施工GRBシステムは、完成杭から反力を得る「圧入原理」を応用した施工システムで、杭の搬送・建て込み・圧入など圧入
施工の全工程を完成杭上だけで完結させることができます。全ての機械装置が完成杭をつかんで自立しているため転
倒の危険性は無く、工事の影響範囲は杭上の機械幅のみにまで抑えられます。
水上、傾斜地、不整地、狭隘地、低空頭地でも仮設桟橋や仮設道路など一切の仮設工事を不要とし、本来の目的である
本体工事だけを効率的に行う“仮設レス施工”を実現しました。
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周辺機器
工法革命 ゼロクリアランス工法

ゼロクランプクレーン CB1-7

パイルランナー PR1

反力架台

機種名

機種名
5670 mm

SCZ-ECO600S用
5720 mm
JZ100A用

①
4000 mm3450 mm②
4260 mm4310 mm③
1920 mm1970 mm④
512 mm414 mm⑤

全長
全長（アーム折りたたみ時）
全幅
全幅（アーム折りたたみ時）
全高

2100 kg1600 kg質量
①

②

④ ③

⑤

標準施工工程
初期圧入

単独圧入

1 2 3

4 5 6

1 2 3

4 5 6

(A)

ゼロパイラー

チャック

(A)

ゼロ矢板を建て込み、
チャックでつかむ

法線及び鉛直度を確認後
圧入作業開始

ゼロ矢板（A）を支持力が
得られるまで圧入

クランプを開いて、自走開始 クランプを閉じて、自走完了 ゼロ矢板（A）を計画レベルまで
圧入して完了

ゼロ矢板①を所定の高さまで圧入
ゼロ矢板②を安全に自走できる位置
まで圧入後、ゼロパイラー自走

ゼロ矢板②を所定の高さまで圧入 前記要領で3枚を順次圧入 反力ウェイト及び反力架台を撤去し
初期反力矢板の圧入作業完了

ゼロパイラー

チャック反力ウェイト

反力架台

計画レベル

クランプ

反力架台を法線上に水平にセット
し、ゼロパイラー、反力ウェイトの
順に設置

チャックにゼロ矢板①を建て込み、法
線及び垂直度確認後、圧入作業を開始

クレーン能力
最大作業半径

適 用 杭 材

質 量

※ 製品の仕様は予告なしに変更する場合があります。

24
75

81
0

5610

5.0 ton
けん引車  645 kg
台　　車  140 kg
ゼロ矢板（NS-SP-J)

U形鋼矢板400～600ピッチ
ハット形鋼矢板900ピッチ
コンクリート矢板 KF100～150H

総 質 量 785 kg

PR1

47
2 レール受け

搬送用レール
（鋼矢板Ⅱ型）

レール受け部
2150

92
0

67
0

770

積 載 能 力
　
質 量
　

積 載 可 能 杭 材

41
0

機種名

2.93 ton × 4.5 m
12.0 m

ゼロ矢板（NS-SP-J)
U形鋼矢板400～600ピッチ
ハット形鋼矢板900ピッチ
コンクリート矢板 KF100～150H

4500 ｋｇ

CB1-7
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施工性 設計・積算
コーナー施工

カーブ施工

段差施工

圧入機本体を図の位置で 3 枚
目まで圧入します。
4 枚目は現場条件 A～ C に
よって、各対応をしてください。

圧入機本体を図の位置まで、
クレーンで吊り移動して、4
枚目を圧入します。

進行方向の逆側に捨て杭Ａを
1枚圧入し、自走時にクラン
プNo.3が捨て杭をつかめる
ようにします。
自走後、4枚目を圧入します。

反力架台に圧入機本体を設置
し、4枚目を圧入します。

現場条件A：
吊り移動が可能な場合

現場条件 B：
捨て杭圧入が可能な場合

現場条件C：
吊り移動も捨て杭圧入も
不可能な場合

外カーブ 内カーブ

上り勾配 下り勾配
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積算

ゼロクリアランス工法は、一般社団法人 全国圧入協会発行の積算資料を適用できます。 

標準積算資料は圧入協会のWEBサイトからダウンロードできます
http://www.atsunyu.gr.jp

ゼロ矢板（NS-SP-J）の寸法形状と断面性能

ゼロクリアランス工法 適用範囲

継手かん（嵌）合角度

*U形鋼矢板の場合は有効高さを示す（壁厚は有効高さの２倍）

参
考

NS-SP-JNS-SP-J

寸法 パイル１枚当り 壁１m当り

有効幅 高さ* 厚さ
W
(mm)

h
(mm)

t
(mm)

断面積

(cm2)

断面二次
モーメント
(cm4)

断面係数

(cm3)

単位質量

(kg/m)

断面積

(cm2/m)

断面二次
モーメント
(cm4/m)

断面係数

(cm3/m)

単位質量

(kg/m2)
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※ 「NS-SP-J」は日本製鉄株式会社の鋼矢板です。

国土交通大臣認定 (MSTL-0148）を取得しています。

作業の種類

最大N値

対応機種

圧入

Nmax≦20

JZ100A / SCZ-ECO600S SCZ-ECO600S

ウォータージェット
併用圧入（１台併用）

ウォータージェット
併用圧入（2台併用） オーガ併用圧入

20＜Nmax≦40 40＜Nmax≦50 50<Nmax≦180

4゜

4゜

※ NS-SP-Jは、U形鋼矢板との嵌合が可能です。

現場条件により仕様が異なりますので、型式や嵌合状態等の詳細は
日本製鉄株式会社にお問い合わせください。
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